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クラスタ API メソッド

Element ソフトウェアクラスタ API メソッドを使用すると、ストレージクラスタおよび
ストレージクラスタに属するノードの設定とトポロジを管理できます。

一部のクラスタ API メソッドは、クラスタに含まれているノードまたはクラスタに参加するように設定され
ているノードに対して実行されます。新しいクラスタまたは既存のクラスタにノードを追加できます。クラス
タに追加する準備ができているノードは「 Pending 」状態です。設定は終わっているが、クラスタにはまだ
追加されていないノードが該当します。

• AddNodes

• ClearClusterFaults

• CreateClusterInterfacePreference

• DeleteClusterInterfacePreference の値

• EnableFeature

• GetClusterCapacity

• 「 getClusterFullThreshold 」

• GetClusterHardwareInfo

• GetClusterInfo を使用します

• GetClusterInterfacePreference のこと

• GetClusterMasterNodeID

• GetClusterStats から参照できます

• GetClusterVersionInfo

• GetFeatureStatus の順にクリックします

• GetLoginSessionInfo

• GetNodeHardwareInfo

• GetNodeStats

• ListActiveNodes

• ListAllNodes

• ListClusterFaults

• ListClusterInterfacePreferences の順に選択します

• ListEvents の場合

• ListNodeStats の値

• ListISCSISessions

• ListServices の場合

• ListPendingNodes

• ListPendingActiveNodes

• ModifyClusterFullThreshold のでした
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• ModifyClusterInterfacePreference のこと

• RemoveNodes

• SetLoginSessionInfo

• シャットダウン

詳細については、こちらをご覧ください

• "SolidFire および Element ソフトウェアのドキュメント"

• "以前のバージョンの NetApp SolidFire 製品および Element 製品に関するドキュメント"

AddNodes

AddNodes メソッドを使用すると、 1 つ以上の新しいノードをクラスタに追加できま
す。

設定前のノードを初めて起動した場合、ノードを設定するように求められます。ノードを設定すると、「
Pending 状態のノード」としてクラスタに登録されます。Element ソフトウェアを実行しているストレージク
ラスタは、ノードをクラスタ上のバージョンに自動で更新します。Pending 状態のノードを追加した場合、メ
ソッドの応答には asyncHandle 値が含まれます。この値を使用して、「 GetAsyncResult 」メソッドで自動更
新プロセスのステータスを照会できます。

Fibre Channel ノードを追加するプロセスは、 Element の iSCSI ストレージノードをクラスタに追加するプロ
セスと同じです。Fibre Channel ノードは、ノード ID を使用してシステムに登録されます。ノードは、アク
セス可能になると「 Pending 状態のノード」になります。「 ListAllNodes 」メソッドは、 iSCSI ノードの
Pending 状態のノードの ID と、クラスタに追加可能な Fibre Channel ノードの Pending 状態のノードの ID

を返します。

仮想ネットワーク用に設定したクラスタにノードを追加する場合は、新しいノードに仮想 IP を割り当てるの
に十分な数の仮想ストレージ IP アドレスが必要です。新しいノードに使用できる仮想 IP アドレスがない場合
'AddNode' 操作は失敗します仮想ネットワークにストレージ IP アドレスを追加するには、「
modifyVirtualNetwork 」メソッドを使用します。

ノードを追加すると、ノード上のすべてのドライブを使用できるようになります。また、「 AddDrives 」メ
ソッドを使用してドライブを追加し、クラスタのストレージ容量を増やすことができます。

新しいノードを追加してから、そのノードが起動してドライブが使用可能として登録されるま
でに数秒かかることがあります。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

自動インストール true の場合、を追加
するとノードで
Return To Factory

Image （ RTFI ）が
実行されます。デフ
ォルトでは RTFI が
実行されま
す。'cEnableAutoIns

tall' クラスタ定数が
false の場合、この
パラメータより優先
されます。アップグ
レードの実行中は、
このパラメータの値
に関係なく RTFI プ
ロセスが実行されま
せん。

ブール値 なし いいえ

pendingNodes 追加する Pending 状
態のノードの ID

。ListPendingNodes

メソッドを使用する
と、すべての
Pending 状態のノー
ドをリストできま
す。

整数の配列 なし はい。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

自動インストール 追加したノードが工場出荷時のイ
メージに戻されているかどうか。

ブール値

ノード 追加前の「 pendingNodeID 」を「
nodeID 」にマッピングするオブジ
ェクトの配列。互換性のないソフ
トウェアバージョンを実行してい
る Pending 状態のノードを追加し
た場合、この配列には
asyncHandle 値が含まれます。こ
の値を使用して、 GetAsyncResult

メソッドで自動更新プロセスのス
テータスを照会できます。

JSON オブジェクトの配列
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要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "AddNodes",

   "params": {

     "autoInstall" : true,

     "pendingNodes" : [1]

   },

   "id":1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  id: null,

  result: {

    autoInstall: true,

    nodes: [

      {

        activeNodeKey: "giAm2ep1hA",

        assignedNodeID: 6,

        asyncHandle: 3,

        cip: "10.10.5.106",

        mip: "192.168.133.106",

        pendingNodeID: 2,

        platformInfo: {

          chassisType: "R620",

          cpuModel: "Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2640 0 @ 2.50GHz",

          nodeMemoryGB: 72,

          nodeType: "SF3010"

        },

        sip: "10.10.5.106",

        softwareVersion: "9.0.0.1077"

      }

    ]

  }

}
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新規導入バージョン

9.6

詳細については、こちらをご覧ください

• AddDrives

• GetAsyncResult

• ListAllNodes

• ModifyVirtualNetwork

ClearClusterFaults

ClearClusterFaults メソッドを使用すると、現在検出されている障害と以前に検出された
障害の両方に関する情報を消去できます。解決済みの障害と未解決の障害の両方を消去
できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

フォールトタイプ 消去する障害のタイ
プを指定します。有
効な値は次のとおり

• 現在：

現在検出されて
いる未解決の障
害。

• resolved ：以前
に検出された解
決済みの障害。

• all ：現在の障害
と解決済みの障
害の両方。障害
ステータスは、
障害オブジェク
トの「解決済
み」フィールド
で確認できま
す。

文字列 解決しました いいえ
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戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ClearClusterFaults",

   "params": {},

  "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id" : 1,

    "result" : {}

}

新規導入バージョン

9.6

CreateClusterInterfacePreference

CreateClusterInterfacePreference メソッドを使用すると、 Element ソフトウェアを実行
するストレージクラスタと統合されたシステムで、ストレージクラスタ上に任意の情報
を作成して保存できます。このメソッドは内部で使用されます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

名前 クラスタインターフ
ェイス設定の名前。

文字列 なし はい。

価値 クラスタインターフ
ェイス設定の値。

文字列 なし はい。
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戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

        "method": "CreateClusterInterfacePreference",

        "params": {

            "name": "prefname",

            "value": "testvalue"

        },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

    "id": 1,

    "result": {}

}

新規導入バージョン

11.0

DeleteClusterInterfacePreference の値

「 DEleClusterInterfacePreference 」メソッドを使用すると、 Element ソフトウェアを
実行するストレージクラスタと統合されたシステムで、既存のクラスタインターフェイ
ス設定を削除できます。このメソッドは内部で使用されます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

名前 削除するクラスタイ
ンターフェイス設定
の名前。

文字列 なし はい。

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

    "method": "DeleteClusterInterfacePreference",

    "params": {

        "name": "prefname"

        },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

    "id": 1,

    "result": {}

}

新規導入バージョン

11.0

EnableFeature

EnableFeature メソッドを使用すると、デフォルトでは無効となっている VVOL などの
クラスタ機能を有効にできます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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Element ソフトウェア 11.x を実行しているシステムで保護ドメインの設定前後に仮想ボリュー
ムを有効にすると、クラスタ保護ドメイン機能はノードレベルでのみ機能します。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

フィーチャー（
Feature ）

クラスタ機能を有効
にします。有効な値
は次のとおり

• 「 fips 」：
HTTPS 通信の
FIPS 140-2 認定
暗号化を有効に
します。

• FipsDrives ：ス
トレージクラス
タの FIPS 140-2

ドライブサポー
トを有効にしま
す。

• 「 napMirror 」
： SnapMirror レ
プリケーション
クラスタ機能を
有効にします。

• 「 vvols 」：
Element ソフト
ウェア VVol ク
ラスタ機能を有
効にします。

文字列 なし はい。

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "EnableFeature",

    "params": {

        "feature" : "vvols"

    },

    "id": 1

}
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応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id": 1,

  "result": {}

}

新規導入バージョン

9.6

GetClusterCapacity

GetClusterCapacity を使用すると、ストレージクラスタ全体の容量測定値の概要を取得
できます。このメソッドが返すフィールドを使用すると、 Element Web UI に表示され
る削減率を計算できます。効率性の計算式をスクリプトで使用して、シンプロビジョニ
ング、重複排除、圧縮、および全体的な効率性の削減率を取得できます。

削減率の計算

シンプロビジョニング、重複排除、および圧縮を計算するには、次の式を使用します。これらの式は Element

8.2 以降に適用されます。

• thinProvisioningFactor = （ゼロ以外のロック + ゼロロック） / ゼロ以外のロック

• deDuplicationFactor = （ nonZeroBlocks + snapshotNonZeroBlocks ） / uniqueBlocks

• 圧縮係数 = （ uniqueBlocks * 4096 ） / （ uniqueBlocksUsedSpace * 0.93 ）

全体的な削減率の計算

シンプロビジョニング、重複排除、および圧縮の削減率に関する計算結果を使用してクラスタ全体の削減率を
計算するには、次の式を使用します。

• efficiencyFactor = thinProvisioningFactor * deDuplicationFactor * による圧縮係数

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

10



名前 説明 を入力します

clusterCapacity ストレージクラスタの容量デー
タ。

clusterCapacity

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "GetClusterCapacity",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "clusterCapacity": {

      "activeBlockSpace": 236015557096,

      "activeSessions": 20,

      "averageIOPS": 0,

      "clusterRecentIOSize": 0,

      "currentIOPS": 0,

      "maxIOPS": 150000,

      "maxOverProvisionableSpace": 259189767127040,

      "maxProvisionedSpace": 51837953425408,

      "maxUsedMetadataSpace": 404984011161,

      "maxUsedSpace": 12002762096640,

      "nonZeroBlocks": 310080350,

      "peakActiveSessions": 20,

      "peakIOPS": 0,

      "provisionedSpace": 1357931085824,

      "snapshotNonZeroBlocks": 0,

      "timestamp": "2016-10-17T21:24:36Z",

      "totalOps": 1027407650,

      "uniqueBlocks": 108180156,

      "uniqueBlocksUsedSpace": 244572686901,

      "usedMetadataSpace": 8745762816,

      "usedMetadataSpaceInSnapshots": 8745762816,

      "usedSpace": 244572686901,

      "zeroBlocks": 352971938

    }

  }

}

新規導入バージョン

9.6

「 getClusterFullThreshold 」

GetClusterFullThreshold メソッドを使用すると、クラスタフルレベルに設定されたステ
ージを表示できます。このメソッドは、すべてのクラスタフル指標を返します。

クラスタがブロッククラスタフルの Error ステージに達すると、クラスタが Critical ステージに
近づくにつれて、すべてのボリュームの最大 IOPS がボリュームの最小 IOPS へと直線的に引
き下げられます。これにより、クラスタがブロッククラスタフルの Critical ステージに達するの
を防ぐことができます。
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パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

blockFullness クラスタの現在のブロックフルレ
ベル。

• stage1Happy ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage2Aware ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage3Low ： 2 つのノードで
時間をおいて障害が発生した場
合、冗長データ保護は提供され
ません。Web UI の * Warning *

状態に相当します。このレベル
は Web UI で設定できます（デ
フォルトでは、このアラートは
Error 状態の 3% 下の容量でト
リガーされます）。

• stage4Critical ： 1 つのノード
の障害からの冗長データ保護は
提供されません。新しいボリュ
ームやクローンを作成すること
はできません。Element UI の *

Error * 状態に相当します。

• stage5CompletelyConsumed

：すべての容量が消費されてい
ます。クラスタは読み取り専用
になり、 iSCSI 接続は維持さ
れますが、書き込みはすべて中
断されます。Element UI の *

Critical * 状態に相当します。

文字列

使用率 「 blockFullness 」と「
metadataFullness 」のうち、より
容量が不足している方の値が反映
されます。

文字列
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名前 説明 を入力します

最大 MetadataOverProvisionFactor 使用可能なスペースに対して、メ
タデータスペースをプロビジョニ
ングできる回数。たとえば、
100TiB 分のボリュームを格納する
のに十分なメタデータスペースが
ある場合、この数値を「 5 」に設
定すると、 500TiB 分のボリューム
を作成できます。

整数

メタデータの容量が不足していま
す

クラスタの現在のメタデータフル
レベル。

• stage1Happy ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage2Aware ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage3Low ： 2 つのノードで
時間をおいて障害が発生した場
合、冗長データ保護は提供され
ません。Web UI の * Warning *

状態に相当します。このレベル
は Web UI で設定できます（デ
フォルトでは、このアラートは
Error 状態の 3% 下の容量でト
リガーされます）。

• stage4Critical ： 1 つのノード
の障害からの冗長データ保護は
提供されません。新しいボリュ
ームやクローンを作成すること
はできません。Element UI の *

Error * 状態に相当します。

• stage5CompletelyConsumed

：すべての容量が消費されてい
ます。クラスタは読み取り専用
になり、 iSCSI 接続は維持さ
れますが、書き込みはすべて中
断されます。Element UI の *

Critical * 状態に相当します。

文字列

sliceReserveUsedThresholdPct を
使用します

エラー状態。予約済みスライス使
用率がこの値を超えると、システ
ムアラートがトリガーされます。

整数
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名前 説明 を入力します

stage2AwareThreshold の値 認識状態。ステージ 2 のクラスタ
しきい値レベルに設定された値。

整数

stage2BlockThresholdBytes ステージ 2 の状態が存在するクラ
スタで使用されているバイト数。

整数

stage2MetadataThresholdBytes ステージ 2 のスペース不足が発生
するクラスタで使用されているメ
タデータのバイト数。

stage3BlockThresholdBytes クラスタで使用されているストレ
ージバイトのうち、「ステージ 3

のスペース不足」状態になるスト
レージバイトの数。

整数

stage3BlockThresholdPercent ステージ 3 に設定されたパーセン
ト値。この割合に達すると、アラ
ートログに警告が記録されます。

整数

stage3LowThreshold をクリックし
ます

エラー状態。クラスタの容量低下
が原因でシステムアラートが作成
されるしきい値。

整数

stage3MetadataThresholdBytes ステージ 3 のスペース不足状態に
なる、クラスタで使用されている
メタデータのバイト数。

整数

stage3MetadataThresholdPercent メタデータフルの「ステージ 3 」
に設定されたパーセント値。この
割合に達すると、アラートログに
警告が記録されます。

整数

stage4BlockThresholdBytes ステージ 4 のスペース不足が発生
する、クラスタで使用されている
ストレージのバイト数。

整数

stage4CriticalThreshold エラー状態。クラスタの容量の深
刻な低下を警告するためにシステ
ムアラートが作成されるしきい
値。

整数

stage4MetadataThresholdBytes ステージ 4 のスペース不足状態に
なる、クラスタで使用されている
メタデータのバイト数。

整数
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名前 説明 を入力します

stage5BlockThresholdBytes ステージ 5 のスペース不足が発生
する、クラスタで使用されている
ストレージのバイト数。

整数

stage5MetadataThresholdBytes ステージ 5 のスペース不足状態に
なる、クラスタで使用されている
メタデータのバイト数。

整数

sumTotalClusterBytes クラスタの物理容量（バイト単位
）。

整数

sumTotalMetadataClusterBytes メタデータの格納に使用できるス
ペースの総容量。

整数

sumUsedClusterBytes の値 クラスタで使用されているストレ
ージのバイト数。

整数

sumUsedMetadataClusterBytes ボリュームドライブでメタデータ
の格納に使用されているスペース
の量。

整数

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method" : "GetClusterFullThreshold",

   "params" : {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id":1,

  "result":{

    "blockFullness":"stage1Happy",

    "fullness":"stage3Low",

    "maxMetadataOverProvisionFactor":5,

    "metadataFullness":"stage3Low",

    "sliceReserveUsedThresholdPct":5,

    "stage2AwareThreshold":3,

    "stage2BlockThresholdBytes":2640607661261,

    "stage3BlockThresholdBytes":8281905846682,

    "stage3BlockThresholdPercent":5,

    "stage3LowThreshold":2,

    "stage4BlockThresholdBytes":8641988709581,

    "stage4CriticalThreshold":1,

    "stage5BlockThresholdBytes":12002762096640,

    "sumTotalClusterBytes":12002762096640,

    "sumTotalMetadataClusterBytes":404849531289,

    "sumUsedClusterBytes":45553617581,

    "sumUsedMetadataClusterBytes":31703113728

  }

}

新規導入バージョン

9.6

詳細については、こちらをご覧ください

ModifyClusterFullThreshold のでした

GetClusterHardwareInfo

「 GetClusterHardwareInfo 」メソッドを使用すると、クラスタ内のすべての Fibre

Channel ノード、 iSCSI ノード、およびドライブのハードウェアステータスと情報を取
得できます。通常は、メーカー、ベンダー、バージョン、およびその他の関連するハー
ドウェア識別情報が含まれます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

を入力します 応答に含めるハード
ウェア情報のタイプ
を指定します。有効
な値は次のとおり

• ドライブ：

応答にドライブ
情報のみをリス
トします。

• nodes ：応答に
ノード情報のみ
をリストしま
す。

• all ：応答にドラ
イブとノードの
両方の情報を含
めます。

このパラメータを省
略すると、 type は
all とみなされま
す。

文字列 すべて いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

クラスタ HardwareInfo クラスタ内のすべてのノードとド
ライブのハードウェア情報。この
出力の各オブジェクトには、指定
したノードの ID が表示されます。

hardwareInfo

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

  "method": "GetClusterHardwareInfo",

    "params": {

        "type": "all"

    },

    "id": 1

}

応答例

この応答例は分量が多いため、補足のトピックに記載しています。

新規導入バージョン

9.6

詳細については、こちらをご覧ください

GetClusterHardwareInfo

GetClusterInfo を使用します

GetClusterInfo' メソッドを使用すると、クラスタの構成情報を取得できます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

clusterInfo クラスタ情報 clusterInfo

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

   "method": "GetClusterInfo",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

    "id": 1,

    "result": {

        "clusterInfo": {

            "attributes": {},

            "defaultProtectionScheme": "doubleHelix",

            "enabledProtectionSchemes": [

                "doubleHelix"

            ],

            "encryptionAtRestState": "disabled",

            "ensemble": [

                "10.10.10.32",

                "10.10.10.34",

                "10.10.10.35",

                "10.10.10.36",

                "10.10.10.37"

            ],

            "mvip": "10.10.11.225",

            "mvipInterface": "team1G",

            "mvipNodeID": 3,

            "mvipVlanTag": "0",

            "name": "ClusterName",

            "repCount": 2,

            "softwareEncryptionAtRestState": "enabled",

            "supportedProtectionSchemes": [

                "doubleHelix"

            ],

            "svip": "10.10.10.111",

            "svipInterface": "team10G",

            "svipNodeID": 3,

            "svipVlanTag": "0",

            "uniqueID": "psmp",

            "uuid": "2f575d0c-36fe-406d-9d10-dbc1c306ade7"

        }

    }

}

新規導入バージョン

9.6

GetClusterInterfacePreference のこと

「 GetClusterInterfacePreference 」メソッドを使用すると、 Element ソフトウェアを実

21



行するストレージクラスタと統合されたシステムで、既存のクラスタインターフェイス
設定に関する情報を取得できます。このメソッドは内部で使用されます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

名前 クラスタインターフ
ェイス設定の名前。

文字列 なし はい。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

プリファレンス（ Preference ） 要求したクラスタインターフェイ
ス設定の名前と値。

JSON オブジェクト

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

    "method": "GetClusterInterfacePreference",

    "params": {

        "name": "prefname"

        },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

    "id": 1,

    "result": {

        "preference": {

            "name": "prefname",

            "value": "testvalue"

        }

    }

}

新規導入バージョン

11.0

GetClusterMasterNodeID

「 GetClusterMasterNodeID 」メソッドを使用すると、クラスタ全体の管理タスクを実
行し、ストレージ仮想 IP アドレス（ SVIP ）と管理仮想 IP アドレス（ MVIP ）を保持
するノードの ID を取得できます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ノード ID マスターノードの ID 。 整数

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "GetClusterMasterNodeID",

  "params": {},

  "id" : 1

}
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応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id" : 1

  "result": {

    "nodeID": 1

   }

}

新規導入バージョン

9.6

GetClusterStats から参照できます

GetClusterStats メソッドを使用すると、クラスタのアクティビティ測定値の概要を取得
できます。戻り値は、クラスタを作成したときからの累積値です。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

clusterStats クラスタのアクティビティ情報。 clusterStats

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "GetClusterStats",

   "params": {},

   "id" : 1

}
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応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id": 1,

  "result": {

    "clusterStats": {

      "actualIOPS": 9376,

      "averageIOPSize": 4198,

      "clientQueueDepth": 8,

      "clusterUtilization": 0.09998933225870132,

      "latencyUSec": 52,

      "normalizedIOPS": 15000,

      "readBytes": 31949074432,

      "readBytesLastSample": 30883840,

      "readLatencyUSec": 27,

      "readLatencyUSecTotal": 182269319,

      "readOps": 1383161,

      "readOpsLastSample": 3770,

      "samplePeriodMsec": 500,

      "servicesCount": 3,

      "servicesTotal": 3,

      "timestamp": "2017-09-09T21:15:39.809332Z",

      "unalignedReads": 0,

      "unalignedWrites": 0,

      "writeBytes": 8002002944,

      "writeBytesLastSample": 7520256,

      "writeLatencyUSec": 156,

      "writeLatencyUSecTotal": 231848965,

      "writeOps": 346383,

      "writeOpsLastSample": 918

    }

  }

}

新規導入バージョン

9.6

GetClusterVersionInfo

「 GetClusterVersionInfo 」メソッドを使用すると、クラスタ内の各ノードで実行されて
いる Element ソフトウェアのバージョン情報を取得できます。また、このメソッドで
は、現在アップグレード中のソフトウェアのノードに関する情報も返されます。
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クラスタバージョン情報オブジェクトメンバー

このメソッドのオブジェクトメンバーは次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ノード ID ノードの ID 。 整数

nodeInternalRevision ノードの内部ソフトウェアバージ
ョン。

文字列

ノードのバージョン ノードのソフトウェアバージョ
ン。

文字列

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

clusterAPIVersion クラスタの現在の API バージョ
ン。

文字列

クラスタのバージョン クラスタで現在実行している
Element ソフトウェアのバージョ
ン。

文字列

clusterVersionInfo クラスタ内のノードと各ノードの
バージョン情報のリスト。

JSON オブジェクトの配列

pendingClusterVersion 表示される場合、値はクラスタソ
フトウェアが現在アップグレード
中またはダウングレード中のソフ
トウェアのバージョンです。

文字列
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名前 説明 を入力します

softwareVersionInfo アップグレードの状態。オブジェ
クトメンバーは次のとおりです

• 現在のバージョン：

ノードの現在のソフトウェアバ
ージョン。

• nodeID ： currentVersion から
pendingVersion にアップグレ
ード中のノードの ID 。実行中
のアップグレードがない場合、
このフィールドは 0 （ゼロ）
です。

• packageName ：インストール
するソフトウェアパッケージの
名前。

• pendingVersion ：インストー
ルするソフトウェアのバージョ
ン。

• startTime ：インストールが開
始された日時を UTC+0 形式で
指定します。

JSON オブジェクト

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "GetClusterVersionInfo",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

 "id": 1,

 "result": {

   "clusterAPIVersion": "6.0",

   "clusterVersion": "6.1382",

   "clusterVersionInfo": [

   {

      "nodeID": 1,

      "nodeInternalRevision": "BuildType=Release Element=carbon

Release=carbon ReleaseShort=carbon Version=6.1382 sfdev=6.28

Repository=dev Revision=061511b1e7fb BuildDate=2014-05-28T18:26:45MDT",

      "nodeVersion": "6.1382"

   },

   {

      "nodeID": 2,

      "nodeInternalRevision": "BuildType=Release Element=carbon

Release=carbon ReleaseShort=carbon Version=6.1382 sfdev=6.28

Repository=dev Revision=061511b1e7fb BuildDate=2014-05-28T18:26:45MDT",

      "nodeVersion": "6.1382"

   },

   {

      "nodeID": 3,

      "nodeInternalRevision": "BuildType=Release Element=carbon

Release=carbon ReleaseShort=carbon Version=6.1382 sfdev=6.28

Repository=dev Revision=061511b1e7fb BuildDate=2014-05-28T18:26:45MDT",

      "nodeVersion": "6.1382"

   },

   {

      "nodeID": 4,

      "nodeInternalRevision": "BuildType=Release Element=carbon

Release=carbon ReleaseShort=carbon Version=6.1382 sfdev=6.28

Repository=dev Revision=061511b1e7fb BuildDate=2014-05-28T18:26:45MDT",

      "nodeVersion": "6.1382"

   }

 ],

   "softwareVersionInfo": {

      "currentVersion": "6.1382",

      "nodeID": 0,

      "packageName": "",

      "pendingVersion": "6.1382",

      "startTime": ""

    }

  }

}
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新規導入バージョン

9.6

GetFeatureStatus の順にクリックします

GetFeatureStatus メソッドを使用すると、クラスタ機能のステータスを取得できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

フィーチャー（
Feature ）

クラスタ機能のステ
ータス。値を指定し
ない場合は、すべて
の機能のステータス
が返されます。有効
な値は次のとおり

• vvols ： VVol ク
ラスタ機能のス
テータスを取得
します。

• SnapMirror ：
SnapMirror レプ
リケーションク
ラスタ機能のス
テータスを取得
します。

• fips ： HTTPS

通信の FIPS

140-2 暗号化機
能のステータス
を取得します。

• fipsDrives ：
FIPS 140-2 ドラ
イブ暗号化機能
のステータスを
取得します。

文字列 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。
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名前 説明 を入力します

の機能 機能名とそのステータスを示す機
能オブジェクトの配列。オブジェ
クトメンバーは次のとおりです

• feature ：（文字列）機能の名
前。

• enabled ：（ブーリアン）機能
が有効になっているかどうか。

JSON オブジェクトの配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "GetFeatureStatus",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

    "id": 1,

    "result": {

        "features": [

            {

                "enabled": true,

                "feature": "Vvols"

            },

            {

                "enabled": true,

                "feature": "SnapMirror"

            },

            {

                "enabled": true,

                "feature": "Fips"

            },

            {

                "enabled": true,

                "feature": "FipsDrives"

            }

        ]

    }

}

新規導入バージョン

9.6

GetLoginSessionInfo

「 GetLoginSessionInfo 」メソッドを使用すると、ログインシェルと TUI の両方でログ
イン認証セッションが有効な期間を返すことができます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。
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名前 説明 を入力します

loginSessionInfo 認証の有効期限を含むオブジェク
ト。返されるオブジェクトは次の
とおりです。

• タイムアウト

このセッションがタイムアウト
して期限切れになるまでの時間
（分単位）。形式は H ： mm

： ss ですたとえば、 1 ： 30

： 00 、 20 ： 00 、 5 ： 00 な
どです。入力したタイムアウト
の形式に関係なく、先頭のゼロ
とコロンはすべて削除されま
す。

JSON オブジェクト

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "GetLoginSessionInfo",

    "params": {},

  "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

"id": 1,

  "result" : {

    "loginSessionInfo" : {

      "timeout" : "30:00"

    }

  }

}

新規導入バージョン

9.6

32



GetNodeHardwareInfo

GetNodeHardwareInfo メソッドを使用すると、指定したノードのすべてのハードウェア
情報およびステータスを取得できます。通常は、メーカー、ベンダー、バージョン、お
よびその他の関連するハードウェア識別情報が含まれます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

ノード ID ハードウェア情報を
要求するノードの
ID 。Fibre Channel

ノードを指定した場
合は、 Fibre

Channel ノードに関
する情報が返されま
す。

整数 なし はい。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

nodeHardwareInfo 指定したノード ID のハードウェア
情報。この出力の各オブジェクト
には、指定したノードの ID が表示
されます。

hardwareInfo

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "GetNodeHardwareInfo",

   "params": {

     "nodeID": 1

   },

"id" : 1

}

33

https://docs.netapp.com/ja-jp/element-software-123/api/reference_element_api_hardwareinfo.html


応答例

この応答例は分量が多いため、補足のトピックに記載しています。

新規導入バージョン

9.6

詳細については、こちらをご覧ください

GetNodeHardwareInfo （ Fibre Channel ノードに対する出力）

GetNodeHardwareInfo （ iSCSI に対する出力）

GetNodeStats

「 GetNodeStats 」メソッドを使用すると、単一ノードのアクティビティ測定値の概要
を取得できます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

ノード ID 統計を返すノードの
ID を指定します。

整数 なし はい。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

nodeStats ノードのアクティビティ情報。 nodeStats

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

   "method": "GetNodeStats",

   "params": {

     "nodeID": 5

   },

   "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

   "id" : 1,

   "result" : {

     "nodeStats" : {

       "cBytesIn" : 9725856460404,

       "cBytesOut" : 16730049266858,

       "cpu" : 98,

       "mBytesIn" : 50808519,

       "mBytesOut" : 52040158,

       "networkUtilizationCluster" : 84,

       "networkUtilizationStorage" : 0,

       "sBytesIn" : 9725856460404,

       "sBytesOut" : 16730049266858,

       "timestamp" : "2012-05-16T19:14:37.167521Z",

       "usedMemory" : 41195708000

     }

   }

}

新規導入バージョン

9.6

ListActiveNodes

ListActiveNodes メソッドを使用すると、クラスタ内で現在アクティブなノードのリスト
を取得できます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。
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戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

ノード クラスタ内の Active 状態のノード
のリスト。

ノード 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListActiveNodes",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

この応答例は分量が多いため、補足のトピックに記載しています。

新規導入バージョン

9.6

詳細については、こちらをご覧ください

ListActiveNodes

ListAllNodes

「 ListAllNodes 」メソッドを使用すると、クラスタ内の Active 状態および Pending 状態
のノードをリストできます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。
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名前 説明 を入力します

ノード クラスタ内の Active 状態のノード
を示すオブジェクトのリスト。

ノード

pendingActiveNodes クラスタ内の Pending Active 状態
のノードを示すオブジェクトのリ
スト。

pendingActiveNode 配列

pendingNodes クラスタ内の Pending 状態のノー
ドを示すオブジェクトのリスト。

pendingNode 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListAllNodes",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

    "id": 1,

    "result": {

        "nodes": [

            {

                "associatedFServiceID": 0,

                "associatedMasterServiceID": 1,

                "attributes": {},

                "chassisName": "CT5TV12",

                "cip": "10.1.1.1",

                "cipi": "Bond10G",

                "fibreChannelTargetPortGroup": null,

                "mip": "10.1.1.1",

                "mipi": "Bond1G",

                "name": "NLABP0704",

                "nodeID": 1,

                "nodeSlot": "",

                "platformInfo": {

                    "chassisType": "R620",

                    "cpuModel": "Intel",

                    "nodeMemoryGB": 72,

                    "nodeType": "SF3010",

                    "platformConfigVersion": "0.0.0.0"

                },

                "sip": "10.1.1.1",

                "sipi": "Bond10G",

                "softwareVersion": "11.0",

                "uuid": "4C4C4544-0054",

                "virtualNetworks": []

            }

        ],

        "pendingActiveNodes": [],

        "pendingNodes": []

    }

}

新規導入バージョン

9.6

ListClusterFaults

「 ListClusterFaults 」メソッドを使用すると、クラスタで検出されたあらゆる障害に関
する情報をリストできます。このメソッドでは、現在の障害と解決済みの障害の両方を
表示できます。障害は 30 秒ごとにキャッシュされます。
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パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

BestPractices 最適化されていない
システム構成でトリ
ガーされた障害が含
まれます。有効な値
は次のとおり

• 正しいです

• いいえ

ブール値 なし いいえ

フォールトタイプ 返される障害のタイ
プを指定します。有
効な値は次のとおり

• current ：アクテ
ィブな未解決の
障害を表示しま
す。

• resolved ：以前
に検出された解
決済みの障害を
表示します。

• all ：現在の障害
と解決済みの障
害の両方を表示
します。障害ス
テータスは、障
害オブジェクト
の「解決済み」
メンバーで確認
できます。

文字列 すべて いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

障害 要求されたクラスタ障害の詳細を
示すオブジェクト。

障害

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

  "method": "ListClusterFaults",

    "params": {

      "faultTypes": "current",

      "bestPractices": true

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "faults": [

      {

        "clusterFaultID": 1,

        "code": "notUsingLACPBondMode",

        "data": null,

        "date": "2016-04-26T14:57:04.275286Z",

        "details": "Bond1G interfaces found not using LACP bond mode.

Nodes not set to LACP bond mode: {1,2,4,5}",

        "driveID": 0,

        "driveIDs": [],

        "nodeHardwareFaultID": 0,

        "nodeID": 0,

        "resolved": false,

        "resolvedDate": "",

        "serviceID": 0,

        "severity": "bestPractice",

        "type": "cluster"

      },

      {

        "clusterFaultID": 9,

        "code": "disconnectedClusterPair",

        "data": null,

        "date": "2016-04-26T20:40:08.736597Z",

        "details": "One of the clusters in a pair may have become

misconfigured or disconnected.  Remove the local pairing and retry pairing

the clusters. Disconnected Cluster Pairs: []. Misconfigured Cluster Pairs:

[3]",

        "driveID": 0,

        "driveIDs": [],

        "nodeHardwareFaultID": 0,

        "nodeID": 0,

        "resolved": false,

        "resolvedDate": "",

        "serviceID": 0,

        "severity": "warning",

        "type": "cluster"

      }

    ]

  }

}
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新規導入バージョン

9.6

ListClusterInterfacePreferences の順に選択します

「 ListClusterInterfacePreference 」メソッドを使用すると、 Element ソフトウェアを実
行するストレージクラスタと統合されたシステムで、システムに格納されている既存の
クラスタインターフェイス設定を表示できます。このメソッドは内部で使用されます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

プリファレンス（ Preferences ） ストレージクラスタに現在格納さ
れているクラスタインターフェイ
スオブジェクトのリスト。各オブ
ジェクトに設定の名前と値が含ま
れます。

JSON オブジェクトの配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

    "method": "ListClusterInterfacePreferences",

    "params": {

    },

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

    "id": 1,

    "result": {

        "preferences": [

            {

                "name": "prefname",

                "value": "testvalue"

            }

        ]

    }

}

新規導入バージョン

11.0

ListEvents の場合

「 ListEvents 」メソッドを使用すると、クラスタで検出されたイベントを古いイベント
から新しいイベントの順にリストできます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

driveID このドライブ ID を
含むイベントのみが
返されます。

整数 0 いいえ

endEventID のこと 返されるイベント
ID 範囲の終了値を
指定します。

整数 無制限 いいえ

endPublishTime この時点より前に発
行されたイベントの
みが返されます。

文字列 0 いいえ

endReportTime この時点より前に報
告されたイベントの
みが返されます。

文字列 0 いいえ
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

EventType ( イベン
トタイプ

返されるイベントの
タイプを指定しま
す。を参照してくだ
さい イベント を参
照してください。

文字列 0 いいえ

最大イベント数 返されるイベントの
最大数を指定しま
す。

整数 無制限 いいえ

ノード ID このノード ID を含
むイベントのみが返
されます。

整数

サービス ID このサービス ID を
含むイベントのみが
返されます。

startEventID のあと
に

返されるイベント範
囲の開始位置を指定
します。

整数 0 いいえ

startPublishTime を
参照してください

この時点よりあとに
発行されたイベント
のみが返されます。

文字列 0 いいえ

startReportTime で
す

この時点よりあとに
報告されたイベント
のみが返されます。

文字列 0 いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

イベント イベントのリスト。 イベント 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

   "method": "ListEvents",

   "params": {

   },

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id":1,

  "result":{

    "events":[

       {

          "details":

            {

              "paramGCGeneration":1431550800,

              "paramServiceID":2

            },

          "driveID":0,

          "eventID":2131,

          "eventInfoType":"gcEvent",

          "message":"GC Cluster Coordination Complete",

          "nodeID":0,

          "serviceID":2,

          "severity":0,

          "timeOfPublish":"2015-05-13T21:00:02.361354Z",

          "timeOfReport":"2015-05-13T21:00:02.361269Z"

       },{

          "details":

               {

 

"eligibleBS":[5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,24,25,26,27,28,29,30

,31,40,41,42,43,44,45,46,47,52,53,54,55,56,57,58,59,60],

                  "generation":1431550800,

                  "participatingSS":[23,35,39,51]

               },

          "driveID":0,

          "eventID":2130,

          "eventInfoType":"gcEvent",

          "message":"GCStarted",

          "nodeID":0,
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          "serviceID":2,

          "severity":0,

          "timeOfPublish":"2015-05-13T21:00:02.354128Z",

          "timeOfReport":"2015-05-13T21:00:02.353894Z"

       },{

          "details":"",

          "driveID":0,

          "eventID":2129,

          "eventInfoType":"tSEvent",

          "message":"return code:2 t:41286 tt:41286 qcc:1 qd:1 qc:1 vrc:1

tt:2 ct:Write etl:524288",

          "nodeID":0,

          "serviceID":0,

          "severity":0,

          "timeOfPublish":"2015-05-13T20:45:21.586483Z",

          "timeOfReport":"2015-05-13T20:45:21.586311Z"

       }

     ]

   }

}

新規導入バージョン

9.6

ListNodeStats の値

ListNodeStats メソッドを使用すると、ストレージクラスタ内のすべてのストレージノー
ドのアクティビティ測定値の概要を表示できます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

nodeStats ストレージノードのアクティビテ
ィ情報。

nodeStats
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要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListNodeStats",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

   "id": 1,

   "result": {

     "nodeStats": {

       "nodes": [

         {

         "cBytesIn": 46480366124,

         "cBytesOut": 46601523187,

         "cpu": 0,

         "mBytesIn": 59934129,

         "mBytesOut": 41620976,

         "networkUtilizationCluster": 0,

         "networkUtilizationStorage": 0,

         "nodeID": 1,

         "sBytesIn": 46480366124,

         "sBytesOut": 46601523187,

         "timestamp": 1895558254814,

         "usedMemory": 31608135680

         }

       ]

     }

 }

新規導入バージョン

9.6

ListISCSISessions

「 ListISCSISessions 」メソッドを使用すると、クラスタ内のボリュームの iSCSI 接続
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情報をリストできます。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

セッション 各 iSCSI セッションに関する情
報。

セッション

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListISCSISessions",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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 {

  "id": 1,

  "result": {

    "sessions": [

      {

        "accountID": 1,

        "accountName": "account1",

        "createTime": "2017-04-11T03:39:32.030291Z",

        "driveID": 23,

        "driveIDs": [23],

        "initiator": null,

        "initiatorIP": "10.1.1.1:37138",

        "initiatorName": "iqn.2010-01.net.solidfire.eng:c",

        "initiatorPortName": "iqn.2010-

01.net.solidfire.eng:c,i,0x23d860000",

        "initiatorSessionID": 9622126592,

        "msSinceLastIscsiPDU": 243,

        "msSinceLastScsiCommand": 141535021,

        "nodeID": 3,

        "serviceID": 6,

        "sessionID": 25769804943,

        "targetIP": "10.1.1.2:3260",

        "targetName": "iqn.2010-01.com.solidfire:a7sd.3",

        "targetPortName": "iqn.2010-01.com.solidfire:a7sd.3,t,0x1",

        "virtualNetworkID": 0,

        "volumeID": 3,

        "volumeInstance": 140327214758656

      }

     ...

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

ListServices の場合

ListServices メソッドを使用すると、ノード、ドライブ、現在のソフトウェア、および
クラスタで実行中のその他のサービスに関するサービス情報をリストできます。
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パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

サービス ドライブおよびノードで実行され
ているサービス。

JSON オブジェクト

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListServices",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

"id": 1,

"result": {

    "services": [

        {

            "drive": {

                "assignedService": 22,

                "asyncResultIDs": [],

                "attributes": {},

                "capacity": 300069052416,

                "customerSliceFileCapacity": 0,

                "driveID": 5,

                "driveStatus": "assigned",

                "driveType": "block",

                "failCount": 0,

                "nodeID": 4,

                "reservedSliceFileCapacity": 0,

                "serial": "scsi-SATA_INTEL_SSDSC2",

                "slot": 3
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            },

            "drives": [

                {

                    "assignedService": 22,

                    "asyncResultIDs": [],

                    "attributes": {},

                    "capacity": 300069052416,

                    "customerSliceFileCapacity": 0,

                    "driveID": 5,

                    "driveStatus": "assigned",

                    "driveType": "Block",

                    "failCount": 0,

                    "nodeID": 4,

                    "reservedSliceFileCapacity": 0,

                    "serial": "scsi-SATA_INTEL_SSDSC2",

                    "slot": 3

                }

            ],

            "node": {

                "associatedFServiceID": 0,

                "associatedMasterServiceID": 1,

                "attributes": {},

                "cip": "10.117.63.18",

                "cipi": "Bond10G",

                "fibreChannelTargetPortGroup": null,

                "mip": "10.117.61.18",

                "mipi": "Bond1G",

                "name": "node4",

                "nodeID": 4,

                "nodeSlot": "",

                "platformInfo": {

                    "chassisType": "R620",

                    "cpuModel": "Intel(R) Xeon(R) CPU",

                    "nodeMemoryGB": 72,

                    "nodeType": "SF3010",

                    "platformConfigVersion": "10.0"

                },

                "sip": "10.117.63.18",

                "sipi": "Bond10G",

                "softwareVersion": "10.0",

                "uuid": "4C4C4544-0053",

                "virtualNetworks": []

            },

            "service": {

                "associatedBV": 0,

                "associatedTS": 0,
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                "associatedVS": 0,

                "asyncResultIDs": [

                    1

                ],

                "driveID": 5,

                "driveIDs": [

                    5

                ],

                "firstTimeStartup": true,

                "ipcPort": 4008,

                "iscsiPort": 0,

                "nodeID": 4,

                "serviceID": 22,

                "serviceType": "block",

                "startedDriveIDs": [],

                "status": "healthy"

            }

        }

    ]

}

新規導入バージョン

9.6

ListPendingNodes

「 ListPendingNodes 」メソッドを使用すると、システム内の Pending 状態のストレー
ジノードをリストできます。Pending 状態のノードとは、動作中であり、ストレージク
ラスタに追加するように設定されているものの、まだ AddNodes API メソッドを使用し
て追加されていないストレージノードのことです。

IPv4 と IPv6 の管理アドレス

「 ListPendingNodes 」では、管理 IP アドレス（ MIP ）と管理仮想 IP アドレス（ MVIP ）のアドレスタイプ
が異なる Pending 状態のノードはリストされません。たとえば、 Pending 状態のノードに IPv6 MVIP と IPv4

MIP が設定されている場合、「 ListPendingNodes 」という名前のノードはその結果に含まれません。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。
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名前 説明 を入力します

pendingNodes クラスタ内の Pending 状態のノー
ドのリスト。

pendingNode 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListPendingNodes",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 3,

  "result": {

    "pendingNodes": [

      {

        "assignedNodeID": 0,

        "cip": "10.26.65.101",

        "cipi": "Bond10G",

        "compatible": true,

        "mip": "172.26.65.101",

        "mipi": "Bond1G",

        "name": "VWC-EN101",

        "pendingNodeID": 1,

        "platformInfo": {

          "chassisType": "R620",

          "cpuModel": "Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2640 0 @ 2.50GHz",

          "nodeMemoryGB": 72,

          "nodeType": "SF3010"

        },

        "sip": "10.26.65.101",

        "sipi": "Bond10G",

        "softwareVersion": "9.0.0.1554",

        "uuid": "4C4C4544-0048-4410-8056-C7C04F395931"

      }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

詳細については、こちらをご覧ください

AddNodes

ListPendingActiveNodes

「 ListPendingActiveNodes 」メソッドを使用すると、状態が Pending と Active の間の
PendingActive であるクラスタノードをリストできます。この状態のノードは工場出荷
時のイメージに戻されたノードです。

パラメータ

このメソッドには入力パラメータはありません。
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戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します

pendingActiveNodes システム内の PendingActive 状態
のすべてのノードに関する詳細情
報を示すオブジェクトのリストで
す。

pendingActiveNode 配列

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method": "ListPendingActiveNodes",

   "params": {},

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  id: null,

  result: {

    pendingActiveNodes: [

    {

      activeNodeKey: "5rPHP3lTAO",

      assignedNodeID: 5,

      asyncHandle: 2,

      cip: "10.10.5.106",

      mip: "192.168.133.106",

      pendingNodeID: 1,

      platformInfo: {

        chassisType: "R620",

        cpuModel: "Intel(R) Xeon(R) CPU E5-2640 0 @ 2.50GHz",

        nodeMemoryGB: 72,

        nodeType: "SF3010"

      },

     sip: "10.10.5.106",

     softwareVersion: "9.0.0.1077"

    }

    ]

  }

}

新規導入バージョン

9.6

ModifyClusterFullThreshold のでした

「 modifyClusterFullThreshold 」メソッドを使用すると、ストレージクラスタの容量が
一定の利用率に近づいた場合にイベントを生成するレベルを変更できます。このしきい
値設定を使用すると、警告が生成されるまでの間使用可能なブロックストレージの許容
量を指定できます。

たとえば、「 Error 」レベルのブロックストレージ利用率まで残り 3% でアラートを表示するには、
stage3BlockThresholdPercent パラメータに「 3 」と入力します。このレベルに達すると、クラスタ管理コン
ソールのイベントログにアラートが送信されます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

少なくとも 1 つのパラメータを選択する必要があります。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

最大
MetadataOverProvis

ionFactor

使用可能なスペース
に対して、メタデー
タスペースをプロビ
ジョニングできる回
数。たとえば、
100TiB 分のボリュ
ームを格納するのに
十分なメタデータス
ペースがある場合、
この数値を「 5 」に
設定すると、
500TiB 分のボリュ
ームを作成できま
す。

整数 5. いいえ

stage2AwareThresh

old の値
クラスタ内で容量が
残っているノードの
数。この値を超える
と、容量の通知がト
リガーされます。

整数 なし いいえ

stage3BlockThresho

ldPercent
ブロックストレージ
利用率が「 Error 」
しきい値まであと何
パーセントになった
時点でクラスタの「
Warning 」アラート
をトリガーするか。

整数 なし いいえ

stage3MetadataThre

sholdPercent
メタデータ・ストレ
ージの使用率が ' エ
ラー ' しきい値を下
回ったため ' システ
ムはクラスタの警告
をトリガーします

整数 なし いいえ

戻り値

このメソッドの戻り値は次のとおりです。

名前 説明 を入力します
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blockFullness クラスタの現在のブロックフルレ
ベル。

• stage1Happy ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage2Aware ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage3Low ： 2 つのノードで
時間をおいて障害が発生した場
合、冗長データ保護は提供され
ません。Web UI の * Warning *

状態に相当します。このレベル
は Web UI で設定できます（デ
フォルトでは、このアラートは
Error 状態の 3% 下の容量でト
リガーされます）。

• stage4Critical ： 1 つのノード
の障害からの冗長データ保護は
提供されません。新しいボリュ
ームやクローンを作成すること
はできません。Element UI の *

Error * 状態に相当します。

• stage5CompletelyConsumed

：すべての容量が消費されてい
ます。クラスタは読み取り専用
になり、 iSCSI 接続は維持さ
れますが、書き込みはすべて中
断されます。Element UI の *

Critical * 状態に相当します。

文字列

使用率 「 blockFullness 」と「
metadataFullness 」のうち、より
容量が不足している方の値が反映
されます。

文字列

最大 MetadataOverProvisionFactor 使用可能なスペースに対して、メ
タデータスペースをプロビジョニ
ングできる回数。たとえば、
100TiB 分のボリュームを格納する
のに十分なメタデータスペースが
ある場合、この数値を「 5 」に設
定すると、 500TiB 分のボリューム
を作成できます。

整数
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メタデータの容量が不足していま
す

クラスタの現在のメタデータフル
レベル。

• stage1Happy ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage2Aware ：アラートまた
はエラー状態はありませ
ん。Web UI の「 * Healthy * 」
状態に相当します。

• stage3Low ： 2 つのノードで
時間をおいて障害が発生した場
合、冗長データ保護は提供され
ません。Web UI の * Warning *

状態に相当します。このレベル
は Web UI で設定できます（デ
フォルトでは、このアラートは
Error 状態の 3% 下の容量でト
リガーされます）。

• stage4Critical ： 1 つのノード
の障害からの冗長データ保護は
提供されません。新しいボリュ
ームやクローンを作成すること
はできません。Element UI の *

Error * 状態に相当します。

• stage5CompletelyConsumed

：すべての容量が消費されてい
ます。クラスタは読み取り専用
になり、 iSCSI 接続は維持さ
れますが、書き込みはすべて中
断されます。Element UI の *

Critical * 状態に相当します。

文字列

sliceReserveUsedThresholdPct を
使用します

エラー状態。予約されたスライス
使用率が返された
sliceReserveUsedThresholdPct の
値よりも大きい場合、システムア
ラートがトリガーされます。

整数

stage2AwareThreshold の値 認識状態。「ステージ 2 」のクラ
スタのしきい値レベルに設定され
た値。

整数

stage2BlockThresholdBytes ステージ 2 のスペース不足状態に
なるクラスタで使用されているバ
イト数。

整数
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stage2MetadataThresholdBytes ステージ 2 のスペース不足が発生
するクラスタで使用されているメ
タデータのバイト数。

stage3BlockThresholdBytes クラスタで使用されているストレ
ージバイトのうち、「ステージ 3

のスペース不足」状態になるスト
レージバイトの数。

整数

stage3BlockThresholdPercent ステージ 3 に設定されたパーセン
ト値。この割合に達すると、アラ
ートログに警告が記録されます。

整数

stage3LowThreshold をクリックし
ます

エラー状態。クラスタの容量低下
が原因でシステムアラートが作成
されるしきい値。

整数

stage3MetadataThresholdBytes ステージ 3 のスペース不足状態に
なる、クラスタで使用されている
メタデータのバイト数。

stage4BlockThresholdBytes ステージ 4 のスペース不足が発生
する、クラスタで使用されている
ストレージのバイト数。

整数

stage4CriticalThreshold エラー状態。クラスタの容量の深
刻な低下を警告するためにシステ
ムアラートが作成されるしきい
値。

整数

stage4MetadataThresholdBytes ステージ 4 のスペース不足状態に
なる、クラスタで使用されている
メタデータのバイト数。

stage5BlockThresholdBytes ステージ 5 のスペース不足が発生
する、クラスタで使用されている
ストレージのバイト数。

整数

stage5MetadataThresholdBytes ステージ 5 のスペース不足状態に
なる、クラスタで使用されている
メタデータのバイト数。

sumTotalClusterBytes クラスタの物理容量（バイト単位
）。

整数

sumTotalMetadataClusterBytes メタデータの格納に使用できるス
ペースの総容量。

整数
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sumUsedClusterBytes の値 クラスタで使用されているストレ
ージのバイト数。

整数

sumUsedMetadataClusterBytes ボリュームドライブでメタデータ
の格納に使用されているスペース
の量。

整数

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

   "method" : "ModifyClusterFullThreshold",

   "params" : {

              "stage3BlockThresholdPercent" : 3

              },

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。
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{

  "id": 1,

  "result": {

    "blockFullness": "stage1Happy",

    "fullness": "stage3Low",

    "maxMetadataOverProvisionFactor": 5,

    "metadataFullness": "stage3Low",

    "sliceReserveUsedThresholdPct": 5,

    "stage2AwareThreshold": 3,

    "stage2BlockThresholdBytes": 2640607661261,

    "stage3BlockThresholdBytes": 8281905846682,

    "stage3BlockThresholdPercent": 3,

    "stage3LowThreshold": 2,

    "stage4BlockThresholdBytes": 8641988709581,

    "stage4CriticalThreshold": 1,

    "stage5BlockThresholdBytes": 12002762096640,

    "sumTotalClusterBytes": 12002762096640,

    "sumTotalMetadataClusterBytes": 404849531289,

    "sumUsedClusterBytes": 45553617581,

    "sumUsedMetadataClusterBytes": 31703113728

  }

}
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9.6

ModifyClusterInterfacePreference のこと

「 modifyClusterInterfacePreference メソッド」を使用すると、 Element ソフトウェア
を実行するストレージクラスタと統合されたシステムで、既存のクラスタインターフェ
イス設定を変更できます。このメソッドは内部で使用されます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

名前 変更するクラスタイ
ンターフェイス設定
の名前。

文字列 なし はい。
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価値 クラスタインターフ
ェイス設定の新しい
値。

文字列 なし はい。

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

    "method": "ModifyClusterInterfacePreference",

    "params": {

    "name": "testname",

    "value": "newvalue"

},

    "id": 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

    "id": 1,

    "result": {}

}

新規導入バージョン

11.0

RemoveNodes

RemoveNodes を使用すると、クラスタに参加しなくなった 1 つ以上のノードを削除で
きます。

ノードを削除する前に、 RemoveDrives メソッドを使用してノードに含まれるすべてのドライブを削除する
必要があります。RemoveDrives プロセスが完了してすべてのデータがノードから移行されるまで、ノードを
削除することはできません。ノードを削除すると、削除したノードは Pending 状態のノードとして登録され
ます。ノードは再度追加するか、シャットダウンできます（ノードをシャットダウンすると、 Pending 状態
のノードのリストから削除されます）。
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クラスタマスターノードの削除

RemoveNodes を使用してクラスタマスターノードを削除すると、応答を返す前にメソッドがタイムアウトす
ることがあります。メソッドがノードの削除に失敗した場合は、メソッドを再度実行してください。クラスタ
マスターノードを他のノードと一緒に削除する場合は、クラスタマスターノードだけを別の呼び出しで削除す
る必要があります。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

ignoreEnsembleTole

ranceChange
ノードを削除すると
きにアンサンブルの
ノード障害許容値に
対する変更を無視し
ます。

複数のノードで障害
が発生した場合にノ
ードを削除すると、
アンサンブルのノー
ド障害許容値が低下
するデータ保護方式
がストレージクラス
タで使用されている
と、ノードの削除が
エラーで失敗しま
す。このパラメータ
を true に設定する
と、ノード削除が正
常に実行されるよう
にアンサンブルのト
レランスチェックを
無効にできます。

ブール値 いいえ いいえ

ノード 削除するノードの
ID のリスト。

整数の配列 なし はい。

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。
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{

   "method": "RemoveNodes",

   "params": {

     "nodes"  : [3,4,5]

   },

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id" : 1

  "result" : {},

}

新規導入バージョン

9.6

SetLoginSessionInfo

「 setLoginSessionInfo 」メソッドを使用すると、セッションのログイン認証の有効期間
を設定できます。システムで処理が行われないままログインの有効期間が経過すると、
認証の期限が切れます。ログインの有効期間の経過後もクラスタに引き続きアクセスす
るには、新しいログインクレデンシャルが必要です。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。
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名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

タイムアウト クラスタ認証の有効
期限。形式は HH ：
mm ： ss ですたと
えば、タイムアウト
時間を 90 分にする
には、 01 ： 30 ：
00 、 00 ： 90 ： 00

、および 00 ： 00

： 5400 のいずれか
を使用します。最小
タイムアウト値は 1

分です。値を指定し
ない場合や 0 に設定
した場合は、ログイ
ンセッションにタイ
ムアウト値はありま
せん。

文字列 30 分 いいえ

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。

要求例

このメソッドの要求例を次に示します。

{

  "method": "SetLoginSessionInfo",

  "params": {

    "timeout" : "01:30:00"

   },

   "id" : 1

}

応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id" : 1,

  "result" : {}

}
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9.6

シャットダウン

「シャットダウン」メソッドを使用すると、クラスタ内のノードを再起動またはシャッ
トダウンできます。このメソッドを使用すると、単一のノード、複数のノード、または
クラスタ内のすべてのノードをシャットダウンできます。

パラメータ

このメソッドの入力パラメータは次のとおりです。

名前 説明 を入力します デフォルト値 必須

ノード 再起動またはシャッ
トダウンするノード
の ID のリスト。

整数の配列 なし はい。

オプション クラスタに対して実
行する処理。有効な
値は次のとおりで
す。* restart：クラ
スタを再起動しま
す。* halt：電源を
完全にオフにしま
す。

文字列 再起動します いいえ

戻り値

このメソッドには戻り値はありません。===このメソッドに対する要求例は、次の例のようになります。

{

   "method": "Shutdown",

   "params": {

     "nodes": [

       2,

       3,

       4

     ],

     "option": "halt"

   },

   "id": 1

}
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応答例

このメソッドの応答例を次に示します。

{

  "id" : 1,

  "result" : {

     "failed": [],

     "successful": [

          6

      [

   }

}

新規導入バージョン

9.6
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